
地域検討会議について

(例)
・干潟小も含めて新設
・スクールバスを出して既存の学校
を利用 など

『琴田小・共和小・萬歳小・中和小・古城小の５つの学区を対象に、中学校を新設する』

基本方針の内容

検討結果を
まとめる

【再編の可否】

・基本方針の内容（５つの学
区で中学校を新設）について
賛成・反対を判断する。

【統合校の位置について協議】

・候補地ABCDに対する評価、意見集約

【別の方向性について意見聴取】

会議の進め方

地域検討会議終了
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地域検討会議 学校再編代表者会議（審議会）

【二中】

【２校の代表者で再度審議】
基本方針の内容について

基本方針の内容について
→賛成or反対

【干潟中】

12名

12名

最終的には採決を行い、出席委員の３分の２以上
の賛成により決定

24名

３分の２以上の賛成が得られなかった場合

別の方向性を検討
（例）・干潟小も含めて新設

・既存の学校を利用 など

（例）

地域検討会議終了後の流れ

基本方針の内容について
→賛成or反対

賛成

反対

※賛否の状況によって協議

目 的：基本方針の内容について地域の賛否を聴き、意見をまとめる
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スクールバスについて 
 

１．近隣市の状況 

  

（１）銚子市 

 ・銚子西中：五中、六中、七中の３校が統合し、五中の位置で銚子西中が開校(R3) 

   スクールバス有 

   旧六中、旧七中の学区の生徒に対してスクールバス運行  

   

 

 ・(新)銚子中：一中、二中、三中、銚子中の 4 校が統合し、銚子中の位置で(新)銚子中が開校予定(R9) 

   スクールバス無 

      旧一中、二中、三中の学区の生徒に対して以下のいずれかの補助を実施 

    ・路線バス及び銚子電鉄の定期代を全額補助 

         ・自転車購入費を一部補助 

     

  

（２）山武市 

 ・(新)山武中：山武中と山武南中の２校が統合し、山武中の位置で(新)山武中が開校(H31) 

   スクールバス無 

   自転車通学が基本   

    

 

 ・山武望洋中：蓮沼中と松尾中の２校が統合し、松尾中の位置で山武望洋中が開校(R4) 

   スクールバス有 

   旧蓮沼中学区の生徒に対してスクールバスを運行 

  

 

 

２．スクールバスの導入について 

 (仮称)北統合中学校は、学区内の中央付近に新設する計画のため、候補地ＡＢＣＤのいずれにな

っても半径６キロ以内の円にすべての地域が入ることから、基本的にはスクールバスの導入は考

えておらず、原則自転車通学となります。 

旧六中⇔銚子西中 約５㎞ 

旧七中⇔銚子西中 約 10 ㎞ 

旧一中⇔銚子中 約３㎞ 

旧二中⇔銚子中 約５㎞ 

旧三中⇔銚子中 約 1.5 ㎞ 

旧山武南中⇔山武中 約 2.5 ㎞ 

旧蓮沼中⇔山武望洋中 約６㎞ 

学校間の直線距離 
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（仮称）北統合中学校について 

 

１．旭市学校再編計画策定委員会での検討経緯 

  

【検討結果】 

・生徒数のバランス、通学距離を考えて中学校を３校とする。 

採用 

①中学校配置数の検討 

学校再編計画策定委員会資料抜粋 
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２．概算事業費について 

 

 ・土地購入（農地）           ３億円 

 ・建築工事              ５０億円 

 ・設計業務               ２億円 

 ・外構工事               ５億円 

 ・その他（盛土、周辺整備等）    約１０億円 

  合計               約７０億円 

 

 

【参考】飯岡中学校（平成 28年 1月竣工） 

    生徒数：245人（H28.4月時点） 

    敷地面積：36,285㎡  延床面積：7,454㎡ 

     

      

 

 

②再編パターンの検討 

【検討結果】 

・干潟小学校と豊畑小学校を統合して、候補地を干潟小学校とする。 

・同じ（統合）小学校で進学する中学校が別にならないようにする。 

種別 概算費用

土地購入(非農用地) ２億円

建築工事 ２６億円

設計業務 ６千万円

外構工事 ５億円

合計 ３３億６千万円

飯岡中校舎 飯岡中グラウンド 


